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地元の
暮らしを支える
公共交通

日常生活や観光客の移動を支える公共交通。

これからも地域の暮らしを支える大切な移動手

段を守り、 未来へつないでいくために、 私たち

ができることは何なのでしょうか。
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　広報たなべ　令和 8年 2月号 2Tanabe Publicity  2026.2

主にこんな時に利用されています 主な公共交通の種類

市
内
の公

共
交
通

　公共交通とは、鉄道・路線バス・タクシーな
ど民間事業者によるサービスのほか、市が運行
する住民バスやスクールバス、診療所送迎事業、
外出支援事業などの移動手段のことです。
　これらは、通勤・通学・通院・買い物など、
私たちの暮らしを支える大切な存在です。
問　企画広報課企画調整係
☎　0739（26）9963

通学に利用
しています

参考：令和５年実施
地域公共交通計画策定に関する市民アンケート

車を運転で
きないとき
に使うよ

買い物や病
院に行きま
すね

路線バス
市内や近くの地域を細かく結んでくれ
る移動手段です。鉄道や市役所・病院
など、日常でよく使う場所へのアクセ
スを助けてくれます。

タクシー
行きたい場所まで直接連れて行ってく
れる、柔軟な移動手段です。時間帯や
移動の目的に合わせて、必要なときに
利用できます。

住民バス（コミュニティバス）
路線バスや鉄道が通っていない、 また
は路線や運行本数が少ない地域で、買
い物や通院など、暮らしに寄り添った
移動を助けてくれます。

鉄道
広い範囲の移動に便利で、一度に多く
の人を運べる大量輸送に優れています。

高野山

奈良（大和八木）

龍神地域

日高川町

中辺路地域

本宮地域

新宮市

大塔地域

田辺地域

上富田町

新宮方面
白浜町

南紀白浜空港

みなべ町

紀伊田辺駅
市役所（本庁舎）

紀南病院

中辺路行政局
栗栖川

本宮行政局
本宮大社前

大塔行政局
診療所前

龍神行政局
西

季楽里龍神

東京・大阪
和歌山など

市外とつながる主要
ルート

市内の主要エリアを
結ぶルート

生活に必要な身近な
移動ルート

乗り換えの
中心地

https://www.city.tanabe.lg.jp/kikaku/bus/
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いつか必要になるかも

利用者の
減少

路線や運
行本数の
減少

利便性の
低下

　人口減少などの影響により公共交通の利用者は年々減少しています。利用者が減るこ
とで、路線の縮小や運行本数の減少が進むなど、公共交通が利用しにくくなり、利用者
がさらに減るという悪循環が起きます。
　こうした状況が繰り返されることで、将来的には地域の移動を支える公共交通そのも
のを維持することが難しくなるかもしれません。

　交通事業者では、運転手不足が深刻化してお
り、公共交通の維持が大きな課題です。
　そのような中でも、交通事業者は、運転手の
確保に努めながら、皆さんの移動手段を維持す
るために、取組んでいます。

　現在は自家用車などで移動することが多く、電車やバス、
タクシーなどを利用する機会がない方も、利用する場面が訪
れるかもしれません。
　普段このような移動手段を利用しない方でも、行先に応じ
て利用してみませんか。
　地域の暮らしを支える公共交通を、みんなで守り、未来へ
つないでいきましょう。

■田辺市の人口

公共交通の深刻な課題

■深刻な運転手不足

学校に行きたいの
に、親に送ってもら
えない

買い物に行きた
いのに、運転で
きない

免許を返納して、
通院できない

令和20

61,000

69,000 66,760

71,550

65,000

(人)

(年度)
令和3 令和4 令和5 令和6

■利用者の減少

■
バ
ス
の
運
転
手
の
推
移

令和1 令和2 令和30

10

13

令和4

10.8

平成30

13.2

12

11

(万人)

(年度)

参
考
：
国
土
交
通
省
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路
線
バ
ス

公
共
交
通
を

　
　
支
え
る
人
々
の
思
い

　バス運転手　
小
こしば

芝　大
だいち

知さん

運転手の魅力を
　知ってほしい

バス運転手
中
なかしま

島　智
ち か

佳さん

人々の暮らしを
バスで支えたい

　

路
線
バ
ス
は
、
自
家
用
車
を
持
た
な
い

人
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
存
在
で
、
誰
も

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
環
境
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
交
通
事
業
者
は
、
車
内
の
段
差

を
減
ら
し
、
車
椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
で
の

乗
車
に
配
慮
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
車
両
の
導
入
や
、
各
交
通
と
の
連
携
を

図
る
た
め
の
ダ
イ
ヤ
調
整
な
ど
、
利
便
性

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

▲電気自動車の導入も広がっています 　

元
々
車
の
運
転
が
好
き
で
、
路
線
バ

ス
を
運
転
で
き
る
大
型
二
種
免
許
は

持
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
る
日
、
大
き
な

バ
ス
が
交
差
点
を
き
れ
い
に
左
折
す
る

様
子
を
見
て
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、
思

い
切
っ
て
こ
の
世
界
に
飛
び
込
み
ま
し
た
。

　

日
々
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
、
事
故

を
起
こ
さ
な
い
こ
と
で
す
。こ
れ
に
は
、

車
内
で
の
事
故
も
含
み
ま
す
。
時
間
に

追
わ
れ
る
中
で
も
、
必
ず
乗
客
の
皆
さ

ん
が
座
る
か
、
つ
り
革
を
持
つ
の
を
確

認
し
て
か
ら
出
発
し
ま
す
。

　

バ
ス
の
運
転
手
の
魅
力
は
、
乗
客
の

皆
さ
ん
と
の
距
離
が
近
い
と
こ
ろ
で

す
。
直
接
感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
け
た

り
、
路
肩
に
停
止
し
た
車
両
の
横
を
通
り

抜
け
る
と
驚
い
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
そ

れ
が
、ひ
そ
か
な
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
バ
ス
業
界
は
若
い
運
転
手
が
少

な
く
、
人
材
の
確
保
が
急
務
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
仕
事
は
、
や
り
が
い
も
大
き

く
、
ま
た
運
転
手
不
足
の
中
で
バ
ス
を
運

転
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
希
少
性
が
あ
る

と
感
じ
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
る
方

は
、
是
非
挑
戦
し
て
み
て
ほ
し
い
で
す
。

　

バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
は
、
き
ち
ん
と

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、
私

た
ち
も
運
転
に
集
中
で
き
、
ス
ム
ー
ズ
な

運
行
に
つ
な
が
り
ま
す
。
お
互
い
協
力
し

て
、公
共
交
通
を
継
続
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
運
転
手
不
足
」「
廃
線
」
と
い
う
言

葉
を
ニ
ュ
ー
ス
で
見
て
、
な
ん
と
か
食

い
止
め
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
マ
ニ
ュ

ア
ル
車
の
免
許
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
思
い
切
っ
て
会
社
に
問
い
合

わ
せ
た
こ
と
で
、
採
用
し
て
い
た
だ
け

ま
し
た
。
入
社
後
に
、
大
型
二
種
の
免

許
を
取
得
し
、
上
司
に
付
き
っ
切
り
で

運
転
を
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
緊
張
し
て
全
身
ガ
チ
ガ
チ

で
し
た
が
、
運
転
に
十
分
気
を
付
け
な

が
ら
、
今
で
は
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
長
距
離
を
乗
ら
れ
た
方
が
、「
い

つ
も
酔
う
ん
や
け
ど
、
今
日
は
大
丈
夫

や
」
と
声
を
掛
け
て
く
れ
た
時
は
今
ま

で
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

　

私
は
、
バ
ス
の
運
転
を
社
会
貢
献
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
特
に
交
通
弱
者
と
言
わ

れ
る
方
に
と
っ
て
バ
ス
は
必
要
な
乗
り
物

で
、
そ
う
い
う
方
の
暮
ら
し
を
支
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
こ
ろ
が
最
大
の
魅
力
で
す
。

　
「
バ
ス
運
転
手
」
は
、
男
性
の
印
象
が

強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
弊
社
で
は
5

人
の
女
性
が
運
転
手
と
し
て
働
い
て
い
ま

す
。
勤
務
時
間
な
ど
も
相
談
で
き
る
場
合

が
あ
る
の
で
、
運
転
手
に
興
味
の
あ
る
方

は
気
軽
に
一
歩
を
踏
み
出
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
、
地
域
の
交
通
を
守
り

続
け
て
い
く
た
め
に
、
皆
様
の
ご
乗
車
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
公
共
交
通
の
う
ち
、
路
線
バ
ス
と
タ
ク
シ
ー
の
運

転
手
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

▲車椅子のまま乗車できる
スペースがあります
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タ
ク
シ
ー

　

行
政
局
管
内
で
路
線
バ
ス
が
廃

止
さ
れ
る
な
ど
し
て
、
交
通
の
利

便
性
が
悪
く
な
っ
た
地
域
で
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
移
動
手
段
確
保

と
日
常
生
活
を
維
持
す
る
た
め
、

市
が
民
間
事
業
者
に
委
託
し
、
住

民
バ
ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
。

　

運
行
形
態
は
、
あ
ら
か
じ
め
路

線
と
ダ
イ
ヤ
を
定
め
て
運
行
す
る

定
時
定
路
線
型
と
、
路
線
や
ダ
イ

ヤ
を
定
め
ず
、
利
用
者
の
需
要
に

応
じ
て
運
行
す
る
デ
マ
ン
ド
型
が

あ
り
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
は
、
目
的
に
合

わ
せ
て
柔
軟
に
利
用
で
き
る

交
通
手
段
と
し
て
、
市
民
や

観
光
客
の
移
動
を
支
え
て
い

ま
す
。
車
椅
子
に
対
応
し
た

車
両
を
導
入
す
る
な
ど
、
誰

も
が
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
持
続
可
能
な
運
行

に
向
け
て
、
二
酸
化
炭
素
の

排
出
量
が
少
な
い
車
両
を
導

入
す
る
な
ど
、
グ
リ
ー
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
進
め
る
取

組
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

タクシー運転手
谷
たにぐち

口　浩
こうじ

志さん

「ありがとう」の
言葉を力に

▲電気自動車の導入も広がっています

車椅子を載せることが
できる車両▶

　

障
害
者
施
設
で
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
元
々
車
の
運
転
が
好
き
で
、
お
年

寄
り
や
障
害
者
に
寄
り
添
い
、
役
に
立

て
れ
ば
と
い
う
気
持
ち
で
こ
の
仕
事
に

就
き
ま
し
た
。

　

タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
に
は
、
高
齢
や

障
害
な
ど
で
介
助
が
必
要
な
方
が
多

く
、
前
職
の
経
験
を
生
か
し
、
時
間
が

掛
か
っ
て
も
丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う
に

心
掛
け
て
い
ま
す
。
一
番
記
憶
に
残
っ

て
い
る
の
は
、
全
盲
の
方
を
乗
せ
た
時

の
こ
と
で
す
。
ま
ず
自
分
の
体
に
触
れ

て
も
ら
っ
て
安
心
し
て
い
た
だ
き
、
動

き
の
ペ
ー
ス
を
合
わ
せ
、
乗
車
を
サ

ポ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

利
用
者
を
目
的
地
ま
で
送
り
届
け
た
時

に
い
た
だ
く
、「
あ
り
が
と
う
、
ま
た
呼

び
ま
す
」
の
ひ
と
言
に
、
日
々
救
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
言
葉
を
い
た
だ
け
る
こ
と

が
、
こ
の
仕
事
の
や
り
が
い
で
す
。

　

現
在
、
タ
ク
シ
ー
業
界
も
人
材
が
不
足

し
て
い
ま
す
。免
許
取
得
の
補
助
を
行
い
、

色
々
な
種
類
の
車
を
用
意
し
て
い
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
初
心
者
で
も
も
ち
ろ
ん
大

丈
夫
で
す
。

　

私
を
含
め
運
転
手
は
、
親
切
・
丁
寧
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
移
動
手
段
が
な
い
方
の
行

動
範
囲
を
広
げ
る
た
め
頑
張
っ
て
い
ま
す

の
で
、
気
軽
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲車両は数種類あり、8～14人の乗車
が可能です

住
民
バ
ス

交
通
の
利
便
性
が
悪
く
な
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
地
域
を
助
け
る
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傍
観
者
で
は
い
け
な
い

安
心
感
が
利
用
の
一
歩
に

実
証
運
行
の
開
始
ま
で

地
域
の
高
齢
化

地元愛が支える交通

「他人事」
を

「自分事」へ
NPO法人

ええとこねっと龍神村

竹
たけうち
内　雅

まさかず
一さん

松
まつもと
本　泉

いずみ
さん

小
おがわ
川　雅

まさのり
則さん

　

昨
年
10
月
か
ら
開
始
し
た
実

証
運
行
は
、
前
日
予
約
制
で
、

お
客
さ
ん
の
も
と
に
向
か
い
、

龍
神
地
域
内
の
施
設
や
バ
ス
停

等
に
送
り
届
け
ま
す
。

　

先
進
地
の
視
察
な
ど
実
施
に

向
け
た
研
究
を
行
い
、
ま
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
り
、
運
行
が
先
送
り
に
な
る

な
ど
長
い
年
月
を
要
し
ま
し
た

が
、
よ
う
や
く
実
証
運
行
を
開

「運転手とすぐわかることで、安心感を」と専用の
ウェアを作成。

始
す
る
こ
と
が
で
き
、
安
心
し

て
い
ま
す
。

　

龍
神
地
域
の
少
子
高
齢
化
は

急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。
地
域

で
は
、
世
帯
で
一
人
だ
け
車
の

免
許
を
持
っ
て
い
る
場
合
が
多

く
、
免
許
の
保
有
者
が
亡
く
な
っ

た
り
、
施
設
に
入
所
さ
れ
る
と
、

残
さ
れ
た
人
の
行
動
範
囲
が
狭

ま
り
、
ま
た
自
力
で
の
移
動
は
、

加
齢
に
よ
っ
て
年
々
困
難
に
な

る
な
ど
、
交
通
手
段
の
確
保
と

い
う
課
題
が
顕
著
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　　

N
P
O
法
人
を
立
ち
上
げ
た

当
初
は
、
こ
う
し
た
課
題
に
対
し

て
傍
観
者
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
は
私
た
ち
が
今

後
、
こ
の
地
域
で
暮
ら
し
て
い
く

に
あ
た
っ
て
自
分
た
ち
に
も
降

り
か
か
る
問
題
。
他
人
事
で
は
な

く
自
分
事
と
し
て
、
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
移
動
手
段
を
確
保
し

な
い
と
い
け
な
い
と
の
思
い
で

運
行
へ
の
歩
み
を
始
め
ま
し
た
。

　　

昨
年
10
月
か
ら
３
ヶ
月
間
で

64
件
、
延
べ
１
０
３
人
の
利
用

が
あ
り
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
バ
ー

も
地
域
の
方
々
な
の
で
顔
な
じ

み
が
多
い
こ
と
か
ら
、
利
用
へ

の
安
心
感
に
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
利
用
の
し
や
す
さ
と
利
便
性

を
第
一
に
考
え
て
こ
の
運
行
を

「日頃から親族などに送迎
してもらうと、送迎代の支
払い等、どうしても気を
使ってしまうと思います。
そういう方にこそ、気軽に
利用してもらいたい」と竹
内さんは言います。

将来的には、運転手の確保
が課題になると考えている松
本さん。「実証運行の中では、
運転手の手取り面等で課題
もありますが、利用者の方か
らも喜ばれるこのサービスを
維持するために何ができるか
を考えていきたいです。」
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も
っ
と
必
要
と
す
る
方
に

◀詳しくはこちら

　人口減少等による公共交通の利用者数の減少は、路線の縮小
や本数の減少につながっています。一方で、利用者にとっては、
移動手段が失われ不便になってしまいます。
　こうした状況を踏まえ、龍神地域では、住民が主体となって
設立した団体が、地域の移動手段の確保に取り組んでおり、そ
の活動についてお話を伺いました。

企画広報課

溝
みぞばた

端主査

皆さんとともに守り、

地域を支える存在に

　市の公共交通は、私たちの移動
手段として欠かせない存在です。 
　 し か し 近 年、 バ ス や タ ク
シーの運転手の高齢化や担い
手 不 足、 さ ら に 人 口 減 少 に
よる利用者数の減少など、厳
しい課題に直面しており、や
む を 得 ず 路 線 や 便 数 の 見 直
し を 進 め て い る 状 況 で す。 
　このような中でも、誰もが
安心して利用できる効率的・
効果的な交通を維持するため
には、行政だけでなく、交通
事業者や市民の皆さんと一体
と な っ た 取 組 が 不 可 欠 で す。 
　また、住民の皆さんが主体と
なって始めた移動手段について
も、市として支援を行い、地域
の実情に合った持続可能な移動
手段の確保に努めてまいります。 
　市では、地域公共交通計画
に基づき、市民の皆さんの意
見を伺いながら交通事業者と
連携し、未来につながる交通
網の確保に取り組んでいます。 
　公共交通は、通勤・通学や買
い物、観光など、私たちの生活
を支える重要な存在です。ぜひ
日常生活でも積極的にご利用い
ただき、交通の維持にご協力く
ださい。

地域にとっての公共交通を皆さんと一緒に考え、策定しました

地域公共交通計画
　地域公共交通計画は、「地域に
とって望ましい地域旅客運送サー
ビスの姿」を明らかにし、その実
現に向けた全体的な方向性を示す
計画として定めるものです。
　市では、交通事業者や地域の皆
さんと協議を重ね、令和 7年 3月
に計画を策定しました。
　公共交通の各種課題に対して、
地域住民・交通事業者・行政が一
体となり、利用しやすくかつ持続
可能な公共交通の実現に向け、こ
れからも取組を進めていきます。

始
め
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
安
心
し
て
利
用

い
た
だ
き
た
い
で
す
。　

　　

３
ヶ
月
間
の
運
行
を
通
じ
て
、

一
度
利
用
さ
れ
た
方
に
何
度
も

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
一

方
で
、
本
当
に
困
っ
て
い
る
方
々

に
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
届
い
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
つ
も
考
え

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
に

必
要
と
さ
れ
る
運
行
で
あ
り
続

け
る
た
め
に
も
、
関
係
機
関
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
持
続
で

き
る
取
組
に
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

「利用者の方の多くは、ドラ
イバーと同地区にお住まい
の方です。必要とされる方
にサービスが届くよう、多
くの地区の皆さんにご利用
いただける、バランスの取
れた運用ができるよう検討
していきます」と小川さん。


